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２０２２年度 事業概況 

 
１. 事業概況 

2022 年度は病院創立 130 周年および財団設立 70 周年の節目の年でした。 

新たに中期５か年経営計画を策定し、永続的に地域医療の中核的役割を担っていくために、 

「一歩先行く医療に挑む」～心ひとつに、次なるステージへ～をスローガンに掲げ取り組んでま

いりました。 

 さて、中期５か年経営計画の 1 年目となった 2022 年度は、新型コロナウイルスの感染拡大の

ピークが年間を通して第 6 波、第 7 波、第 8 波と断続的に来襲したため年度当初から厳しい医療

逼迫状況となり、紹介患者が減少しそれに伴い入院患者も減少しました。さらに、入院した患者

や多数の職員が感染したことにより、全ての財団関連施設において診療制限をせざるを得ない状

況に陥った時期がありました。そのため収入面では、上期において、これまでにない医業収益の

落ち込みとなってしまいました。それに対し、下期には職員一丸となって反転攻勢に転じるため

に、コロナ禍における損益分岐ラインを意識した患者確保や室料差額収益確保を中心とする収益

改善プロジェクト等に取り組みました。一方、費用面では、光熱費や物価の高騰、感染対策に必

要な資材を含む診療材料費の値上がりが続いています。これに対しては、職員総ぐるみ経費削減

運動を展開し、省エネ対策や各種保守料の見直し・診療材料の価格交渉を根気よく実行いたしま

した。 

  コロナ禍における病院運営の厳しい中でも、大原綜合病院では医療の質と安全の向上に努める

ために、中立的・科学的な第三者機関による病院機能評価を受審し見事に認定されました。また、

財団全体で医療・サービスの質を継続的に向上させるための TQM 活動も 11 年目を迎え、組織横

断的な多職種チームによる改善活動を行い一定の成果をあげることができました。 

  このような厳しい状況の中にあっても、地域医療の中核的役割を担うために職員が一丸となっ

て取り組んだ結果、医業収益は過去最高となる 12,307 百万円（前年比 336 百万円、予算比▲290

百万円）を確保することができました。一方で、電気・ガスのエネルギー資源の予想を上回る高

騰により医業費用も 13,115 百万円（前年比 506 百万円、予算比＋285 百万円）と過去最高とな

り、前年対比では増収減益となりました。以上により当期利益は▲14 百万円となりましたが、重

点医療機関としてのコロナ病床確保補助金や救急事業等に対する補助金を合わせることで、経常

利益では 35 百万円（前年比▲163 百万円、予算比▲11 百万円）の３期連続黒字を確保すること

ができました。 

 中期 5 か年経営計画の 2 年目にあたる 2023 年度は、各施設の基本戦略と計数目標の達成に向

け取り組むとともに、大原グループの医療資源を有効かつ最大限に活用して、法人内医療連携ケ

アシステムを更に充実させてまいります。特に、「大原綜合病院における急性期機能の充実」、「医

師の働き方改革への対応」、「大原医療センターと清水病院の統合」については、最重点施策の 3

本柱として計画的に実行し、地域へ貢献するとともに地域医療の中核として確固たる地位を確保

してまいります。 

また、診療情報やデータに基づく経営管理を実践し、医療 ICT の活用によって業務効率化と生

産性を向上させ、業務プロセスの変革を図る医療 DX を推進してまいります。 

今後ともこれまで同様のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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３．教育研修事業

（１）主な研究 ・ 研修会の開催

・ 医療安全研修会 （4回）

・ 感染防止教育研修会（24回）

・ 第54回画像診断の会

・ 心不全地域医療連携外来パス勉強会

・ 福島市CKD治療を考える会

・ 第1回 福島OLSの会 連携Seminar

・ Webカンファレンス 循環器疾患の地域医療連携を考える

・ 福島市骨粗鬆症検診講演会

・ わたり病院 循環器内科勉強会

・ Cardiorenal Syndrome Seminar 2022

・ 福島FLS meeting

・ エンレスト発売2週年記念全国講演会

・ 高血圧と心不全を考える with ARNI

・ 心不全コアメンバーミーティング

・ 第15回 地域と病院をつなげる会

・ 第29回 画像診断セミナー

・ 第55回 画像診断の会

・ 第13回 東北7県医療連携実務者協議会

・ 第1回 福島県OLS/FLSの未来を語る会

・ 総力戦！みんなで立ち向かうCKD診療

・ 「骨粗鬆症」連携セミナー

・ 福島の心血管疾患のトータルマネジメントの会

・ 新入職員WEB研修4月実施（3日間）

・ 新入職員研修10・11月実施（2日間）

・ 新任監督者研修（1回）

・ リーダー職研修（1回）

・ ステップアップ研修（3回）

・ 中堅職員研修（4回）

・ ジュニアスタッフ研修（2回）

・ 管理職研修（2回）

・ 新任管理者研修（1回）

（２）各種研修派遣

    研修及び研究発表を目的として、医師、看護師、メディカルスタッフ等の職員を学会やセミナーに派遣

①各医学会出席 件 （前年 223件）

②研究会、セミナー出席等 件 （前年 370件）

③学会発表 件 （前年 41件）

４．開放型病院の現況

229

476

36
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川　崎　　和　夫　　印

菅　野　　俊　幸　　印
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